
インターネットで調べると、

毎日が何かの記念日になって

いるのが分かります。よく知っ

ているものもありますが、初

めて聞くものの方がはるかに

たくさんあります。

そんな中で、今日は「世界

ハローデー」という聞き慣れ

ない記念日になっています。

これは、１９７３年の秋、エ

ジプトとイスラエルが紛争の

危機(第四次中東戦争)になっ

たことをきっかけに制定され

ました。１０人の人にあいさ

つをすることで、世界の指導

者たちに「紛争よりも対話を」

とのメッセージを伝えるとい

う日になっています。ずいぶ

ん前から制定されていたにも

かかわらず、こういう日があ

ることを私は知りませんでし

たが、とても意味のある日だ

と感じています。

１０人にあいさつをするだ

けで人の気持ちが変わるのか

と聞かれると、それは何とも

言えません。たかが１０人と

いえども、意識的にしなけれ

ばできない人数です。学校へ

来ているときは、毎日子ども

達や先生方とあいさつをしま

す。しかしこの休みの間、私

は１０人とあいさつをした日

がなかったように思います。

そう考えると、あいさつに

意識的に取り組むことで、自

分の気持ちを切り替えること

ができるのではないかと思わ

れてきます。毎朝子ども達を

出迎えていて、元気の良いあ

いさつを聞くだけで気持ち良

くなれるのですから、あいさ

つにはとても大きな力がある

と思います。

あいさつについては今まで

何度となく触れていますが、

なかなか身につけるのは難し

いものです。しかもその大切

さは、学校にいるときよりも

社会に出てからの方が身にし

みて良く分かるものなのです。

だからこそ今のうちに気持ち

の良いあいさつを身につけら

れれば、どんなに素晴らしい

だろうと思います。

世界の指導者でなくても、

誰もがあいさつの気持ち良さ・

素晴らしさを知り、実行でき

るようになれば、きっと世の

中が変わっていくのではない

かと思います。

第９４号 校長室便り 平成２２年１１月２１日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

靴はきちんと整頓されていました

今日からいつもの学校生活

に戻りました。まだ全員がそ

ろっているわけではありませ

んが、にぎやかな子ども達の

声がかえってきました。

学習発表会に向けた練習に

も、これからますます力が入っ

ていくように思います。

健康管理には十分に気をつ

け、一日一日を大切に、また

みんなで頑張っていきたいと

思います。

元気に登校：子ども達

今朝の「朝読書」の様子



今年度２回目の避難訓練を

実施しました。今回は地震を

想定して行いました。

国内でも、避難訓練は学期

に１回は行うようになってい

ます。それと同じことに、ドー

ハ日本人学校でもいろいろな

場面を想定して取り組んでい

ます。

この国では地震が起きるこ

とはないと思いますが、いつ・

どこで・何が起こるか分から

ないものです。自分の安全は

自分で守ることができるよう

にするために、訓練は非常に

大切なものだと思います。

地震というと、私には忘れ

られない思い出があります。

「鳥取県西部地震」が起きた

平成１２年１０月６日の午後

１時半過ぎのことです。私が

勤務していた島根県の学校は

震源からずいぶん離れていま

したが、それでもかなりの揺

れを感じました。ちょうど昼

休みで、子ども達は思い思い

の場所で遊んでいました。揺

れを感じてすぐに、私は校内

放送のためにマイクに向かい

ましたが放送できませんでし

た。揺れがおさまり先生方で

手分けをして、避難指示のた

めに校舎内を回りましたが、

ほとんどの子ども達は自分か

ら避難のための行動を起こす

ことができずにいました。教

室にいた子で、机の下に潜り

込んだものはいませんでした。

体育館では中央に、校舎外で

はできるだけ校舎から離れる

というようなこともできずに

いました。結局は先生方の指

示でやっと校庭中央に全員が

避難できたのです。

そのときの子ども達が、安

全に対して特に無頓着だった

わけではないと思います。実

際に何か非常事態に出会うと、

なかなか自分からは動けない

ことの現れだと思います。だ

からこそ訓練が必要なのだと、

そのとき強く感じたことを今

でも良く覚えています。

訓練の大切さを私達指導者

がしっかりと意識し、そのこ

とを訓練の時だけでなくいろ

いろな場面で子ども達に伝え

ていかなければならないのだ

と思います。

ドーハ日本人学校の子ども

達は、真剣に訓練にのぞむこ

とができています。当然のこ

とですが、訓練だからこそ真

剣に取り組まなければなりま

せん。特別に時間をとって訓

練する場面は限られています

が、自分で自分の安全を守る

ことができるように、その都

度しっかりと働きかけていき

たいと思います。

第９５号 校長室便り 平成２２年１１月２２日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

バスに乗り緊急下校の練習

スクールバスの配車計画に

ついて、変更した方がよりス

ムーズになると思われる部分

がいくつか出てきています。

そのため、明日から部分的に

変更を加えて運行をしてみた

いと思います。

バスが替わったり、時間が

大きく変わったりするご家庭

には個別に連絡させていただ

きます。配車時間が多少前後

することが出てくるとは思い

ますが、ご理解ご協力をよろ

しくお願いいたします。

スクールバスについて

全員が素早く避難してきました 避難場所で指示を聞いています

バスの安全についての話し合い



今週に入り、徐々に学習発

表会の練習にも力が入ってき

ました。休み時間にも練習の

声が聞こえてくることもあり

ます。どの学年も、一生懸命

取り組んでいるのがとても良

く伝わってきます。

人前での発表をする時に、

私がいつも思うのは｢元気の良

い発表」をしてほしいという

ことです。小規模少人数であ

るからこそ、この「元気」は

何よりも大切なものだと思い

ます。私が大切だと考えてい

る５つの気「元気・やる気・

根気・本気・勇気」の中で、

すべての基本になるものだと

も思っています。

その「元気」を何で判断す

るかというと、最もわかりや

すいのは「声の大きさ」です。

大きな声で発表するというの

は、簡単なことのようでなか

なかできないことです。しか

もそれが人前でとなると、ま

すます難しいものになってい

きます。十分な練習が必要な

ことはもちろんですが、自信

がなければ声を大きくするこ

とはできないからです。

子ども達が毎月の詩を暗唱

にくるときにも明らかです。

詩の暗唱は、校長室で１人で

しなければなりません。練習

が不足していたり、すらすら

と暗唱する自信がなかったり

すると、子ども達の声は自然

と小さくなっています。最初

は大きな声で言っていたのが

だんだん小さくなってくると、

言い間違いが増えたり忘れて

いる部分がすぐに分かるよう

になります。そういう意味で

も子ども達は正直です。だか

ら大きな声で、堂々と発表し

てほしいと思うのです。

表現の巧拙もあるでしょう

が、まずは元気の良い発表だっ

たかどうかを評価したいと、

いつも私は思います。それは

子ども達の自信の表れでもあ

るからです。人前で堂々と発

表するためにはそれなりの準

備と練習、そして「できる」

と自分を信じていなければで

きません。子ども達が自信を

身につけるということは、そ

れがどんなことからだとして

も素晴らしいことです。

今回の学習発表会も、そん

な機会にできればと思います。

第９６号 校長室便り 平成２２年１１月２３日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

３年生以下の音楽練習の様子

昨年の夏からこの１年間、

学校はタンク車による給水を

していました。現在は学校の

ある地域も水道管が埋設され、

それによって必要な水が供給

されるようになりました。こ

れまでは、花壇や芝生への水

やりは全くされておらず、水

やりをする余裕も全くありま

せんでした。

スプリンクラーが定期的に

作動するようになり、枯れた

草花が放置されていた玄関周

りの花壇をきれいにすること

にしました。

野上さんを中心に、アシュ

ラフさんはもちろん警備員さ

んやドライバーさんも手伝っ

てくれました。

ほとんどほったらかしになっ

ていた玄関周りの花壇ですが、

見違えるほどきれいになりま

した。どんなふうに変わった

かは次回お知らせします。

玄関周りをきれいに

１・２年生が練習しています 花壇をきれいにしています

５・６年生の練習から



学習発表会を通して身につ

けさせたいことの中に、「相

手意識・場面意識」を持たせ

るということがあります。こ

れは自信を身につけることと

同じように、大変重要なこと

だと考えています。

元気の良い発表というのも、

聞く人・見る人を意識するか

らであり、普段とは違う改まっ

た場での発表になるからです。

相手により、また時と場に応

じて自分がどうしなければな

らないのかを考え行動できる

ようにすることは、集団で生

活する私達にはとても大切な

ことです。自分が望むことだ

けでなく、自分に求められて

いる役割をきちんと果たすこ

とも、そこでは必要になって

きます。

このように、学習発表会は

子ども達にいろいろなものを

身につけさせる上で、学校行

事の中では最も貴重な機会で

あると考えます。

普段は誰でも、自分を中心

に物事を考え行動しています。

しかし自分を離れてものを見

たり考えたりすることを経験

しなれば、相手を思いやると

いうことができるようにはな

りません。相手を意識し場面

を意識することは、そういう

自分を離れるということの訓

練にもつながると思います。

大きな声で・ゆっくり・はっ

きり、そして観客の方に身体

を向けてなど、練習中の指導

はどれもみな相手を意識し、

場面を意識させるためのもの

です。身体の向きだけでも、

なかなか言われたとおりには

できないものです。繰り返し

繰り返し同じことを練習して、

子ども達は少しずつできなかっ

たことができるようになって

いくのです。

そしてその発表を終えたと

きに、自分自身の達成感はも

ちろんですが、周りからの

「頑張ったね」「良かったよ」

という肯定的な評価を受ける

ことで、本当の力として身に

つけることができるのだと思

います。

子ども達は今、学習発表会

に向けて一生懸命練習に励ん

でいます。きっとその成果を

発揮し、素晴らしい発表をし

てくれると期待しています。

第９７号 校長室便り 平成２２年１１月２４日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

３年生以上の英会話発表練習

昨日お知らせしたように、

玄関周りの花壇をきれいにし

ました。これまで枯れた草の

中にわずかに緑がのぞいてい

るだけしたが、見違えるよう

にきれいになりました。

これからの季節、少しずつ

戸外での活動ができるように

なります。そのときにきれい

な花をつけていたら、子ども

達もきっと喜ぶと思います。

学校に来てくださる方々を

迎えるためにも、特に環境整

備には日頃から気をつけたい

と思います。

↑ こんな状態からすっか

りきれいになりました。

この先が楽しみです。 ↓

玄関周りをきれいに②

アラビア語劇の練習です

英語の歌を一人ずつ歌う練習


